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運用報告書（全体版） 

アジアリート戦略オープン 
（為替ヘッジなし）毎月決算型 
 

愛称：アジアンストリート 

 
 

第63期（決算日：2021年２月15日） 

第64期（決算日：2021年３月15日） 

第65期（決算日：2021年４月13日） 

第66期（決算日：2021年５月13日） 

第67期（決算日：2021年６月14日） 

第68期（決算日：2021年７月13日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「アジアリート戦略オープン（為

替ヘッジなし）毎月決算型」は、去る７月13日に第68

期の決算を行いましたので、法令に基づいて第63期～

第68期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信  特化型  

信 託 期 間 2025年７月14日まで（2015年８月21日設定） 

運 用 方 針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、安定したインカ
ムゲインの確保と信託財産の成長を目指して運用を行
います。 

主 要 運 用 対 象 

ア ジ ア リ ー ト 
戦 略 オ ー プ ン 
(為替ヘッジなし) 
毎 月 決 算 型 

アジア・リート・マスター・ファンド
（Local Currencyクラス）受益証券およ
びマネー・プール マザーファンド受益
証券 

アジア・リート・ 
マ ス タ ー ・ 
フ ァ ン ド 
(Local Currency 
ク ラ ス ) 

シンガポール・ドルや香港ドルなど複数
の通貨建の日本を除くアジア諸国・地域
の金融商品取引所に上場（これに準ずる
ものを含みます。）している不動産投資信
託（リート）等 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運 用 方 法 

・日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上場
（これに準ずるものを含みます。）している不動産投
資信託（リート）等に投資を行い、安定したインカム
ゲインの確保と値上がり益の獲得を目指します。 

・シンガポール・ドルや香港ドルなど複数の通貨建の不
動産投資信託（リート）等に投資を行い（以下、不動
産投資信託（リート）等の通貨のことを「原資産通貨」
ということがあります。）、保有する原資産通貨につい
て、原則として為替取引を行いません。 

主 な 組 入 制 限 

・投資信託証券（上記の受益証券をいいます。）への投
資割合には制限を設けません。 

・１発行体等あたりの当ファンドの純資産総額に対す
る比率は、原則として、25％以内とします。 

分 配 方 針 

毎月13日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収
益分配方針に基づいて分配を行います。分配対象額の範
囲は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含み
ます。）等の全額とします。基準価額水準、市況動向、
残存信託期間等を勘案して、分配金額を決定します。 
（ただし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わな
い場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 
◆当ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は

信用リスク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設け
ており、投資対象に支配的な銘柄（寄与度＊が10％を超える又は超え
る可能性の高い銘柄）が存在し、又は存在することとなる可能性が
高いものを、特化型としています。 
＊寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたり

の時価総額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あ
たりの構成比率を指します。 

◆当ファンドは、日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上
場している不動産投資信託（リート）等に実質的に投資します。当
ファンドの投資対象には支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄
への投資が集中することがあり、当該支配的な銘柄に経営破綻や経
営・財務状況の悪化が生じた場合には、大きな損失が発生すること
があります。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型

ファンドマネージャーのコメント
　当作成期（過去６ヵ月間）の運用で主眼におい
たポイントをご説明させていただきます。
　配当利回りなどの面で相対的に投資妙味が高い
と思われる銘柄を中心にポートフォリオを構築し
ました。

【第68期末における主なリート市場への投資比率
と投資のポイント】

◎シンガポール　73.2％
　シンガポール市場は、欧米諸国と比較して新型
コロナウイルスの新規感染者数が落ち着いている
ことや、政府による対応策などが講じられている
ことなどからリート価格も底堅く推移しておりま
す。不動産の用途別では、小売りは、いまだに観
光客が戻ってきていないにも関わらず、ショッピ
ングモールの来場者数はコロナ禍以前の90％程度
の水準まで回復してきており、今後の新型コロナ
ウイルスワクチンの接種の進展に伴う更なる経済
の正常化などを背景に足下の回復基調は継続する
とみています。オフィスは、空室率や賃料との相
関が相対的に高い国内総生産（ＧＤＰ）の回復や
テレワークの浸透に引き続き左右されるとみてい
ます。短期的には新型コロナウイルス感染再拡大
などによるテレワークの浸透の加速や、経済成長
の落ち込みなどの懸念はあるものの、長期的には
オフィス中心地にある立地の良いオフィスや広い
面積を有するオフィスへの需要は底堅く、オフィ
ス勤務への回帰が高まる可能性があるとみていま
す。産業用施設は、電子商取引（ｅコマース）の
台頭などを背景とした物流の需要拡大の恩恵を受
けており、今後も底堅いとみております。また倉
庫などについては、ワクチンの保管やサプライ

チェーン管理、ビジネスパークについてはハイテ
ク関連からの需要が拡大しております。

◎香港　25.2％
　香港市場は、同国での新型コロナウイルス感染
者数の減少や世界的に新型コロナウイルスワクチ
ンの接種が拡大していることなどを受けて、リー
ト価格はコロナ禍以前の水準にまで回復してきて
はいるものの、依然として、バリュエーションな
どの面で正当化できない割安な水準だとみていま
す。不動産の用途別では、小売りは、オンライン
ショッピングの台頭はあるものの、引き続き影響
はかなり限定的となっており、ショッピングモー
ルなどの商業用施設での消費需要は依然として底
堅いとみています。特に、住宅地に近く生活必需
品が取扱商品の中心である商業用施設を保有する
リートについては価格の大幅な回復を見込んでお
ります。同国のリート市場の時価総額の大半を占
める大手小売りリートの2021年４月に発表された
業績ガイダンスは底堅い内容となりました。オ
フィスは、短期的な需要後退懸念はあるものの、
テレワークが構造的に安定して浸透するとはみて
おらず、今後は中国本土企業からの需要回復など
も受けて、オフィス需要は底堅いとみております。

イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）リミテッド
エクイティ・インカム・チーム
ポートフォリオ・マネジャー
パーリー・ヤップ

（注）上記の投資比率はアジア・リート・マスター・
ファンド全体における対純資産比率です。

（注）上記は、アジア・リート・マスター・ファンドの
資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもの
です。

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

39期(2019年２月13日) 12,237 30 6.2 － － 99.1 100 

40期(2019年３月13日) 12,661 30 3.7 － － 99.0 104 

41期(2019年４月15日) 12,898 30 2.1 － － 99.0 102 

42期(2019年５月13日) 12,549 30 △ 2.5 － － 99.0 99 

43期(2019年６月13日) 12,764 30 2.0 － － 99.0 101 

44期(2019年７月16日) 13,163 30 3.4 － － 99.0 103 

45期(2019年８月13日) 12,337 30 △ 6.0 － － 99.0 84 

46期(2019年９月13日) 12,657 30 2.8 － － 99.0 84 

47期(2019年10月15日) 12,677 30 0.4 － － 99.0 81 

48期(2019年11月13日) 12,435 30 △ 1.7 － － 99.0 80 

49期(2019年12月13日) 12,567 30 1.3 － － 97.4 79 

50期(2020年１月14日) 12,891 30 2.8 － － 99.0 80 

51期(2020年２月13日) 12,822 30 △ 0.3 － － 99.0 74 

52期(2020年３月13日) 10,973 30 △14.2 － － 98.9 63 

53期(2020年４月13日) 9,685 30 △11.5 － － 98.0 56 

54期(2020年５月13日) 9,975 30 3.3 － － 98.0 58 

55期(2020年６月15日) 10,594 30 6.5 － － 99.0 61 

56期(2020年７月13日) 10,548 30 △ 0.2 － － 99.0 55 

57期(2020年８月13日) 10,516 30 △ 0.0 － － 99.2 55 

58期(2020年９月14日) 10,546 30 0.6 － － 99.0 55 

59期(2020年10月13日) 10,448 30 △ 0.6 － － 99.0 54 

60期(2020年11月13日) 10,543 30 1.2 － － 99.0 57 

61期(2020年12月14日) 10,652 30 1.3 － － 99.0 55 

62期(2021年１月13日) 11,048 30 4.0 － － 99.0 58 

63期(2021年２月15日) 10,825 30 △ 1.7 － － 99.0 57 

64期(2021年３月15日) 11,120 30 3.0 － － 96.8 64 

65期(2021年４月13日) 11,449 30 3.2 － － 99.0 65 

66期(2021年５月13日) 11,531 30 1.0 － － 99.0 85 

67期(2021年６月14日) 11,943 30 3.8 － － 99.0 79 

68期(2021年７月13日) 12,024 30 0.9 － － 99.0 81 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。   
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第63期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2021年１月13日 11,048 － － － 99.0 

１月末 10,887 △1.5 － － 99.0 

(期  末)      

2021年２月15日 10,855 △1.7 － － 99.0 

第64期 

(期  首)      

2021年２月15日 10,825 － － － 99.0 

２月末 11,170 3.2 － － 99.0 

(期  末)      

2021年３月15日 11,150 3.0 － － 96.8 

第65期 

(期  首)      

2021年３月15日 11,120 － － － 96.8 

３月末 11,640 4.7 － － 99.0 

(期  末)      

2021年４月13日 11,479 3.2 － － 99.0 

第66期 

(期  首)      

2021年４月13日 11,449 － － － 99.0 

４月末 11,806 3.1 － － 99.0 

(期  末)      

2021年５月13日 11,561 1.0 － － 99.0 

第67期 

(期  首)      

2021年５月13日 11,531 － － － 99.0 

５月末 11,714 1.6 － － 99.0 

(期  末)      

2021年６月14日 11,973 3.8 － － 99.0 

第68期 

(期  首)      

2021年６月14日 11,943 － － － 99.0 

６月末 11,907 △0.3 － － 99.0 

(期  末)      

2021年７月13日 12,054 0.9 － － 99.0 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型

運用経過
第63期～第68期：2021年１月14日～2021年７月13日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 63 期 首 11,048円
第 68 期 末 12,024円
既払分配金 180円
騰 落 率 10.6％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型

基準価額は当作成期首に比べ10.6％（分配金再投資ベース）の
上昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

シンガポール国内で新型コロナウイルスワクチンの接種が本格的
に開始されたことに加え、国内の主要経済指標の一部が堅調で
あったことや、シンガポールリートの底堅い決算や業績ガイダン
スの発表などを好感し、シンガポールリートの価格が上昇したこ
とが、基準価額のプラスに寄与しました。
香港政府が新型コロナウイルスの防疫措置を一部緩和したこと
や、感染拡大が落ち着きを見せたことなどを好感し、香港のリー
ト価格が上昇したことが、基準価額のプラスに寄与しました。
個別銘柄では、当作成期間に発表された業績ガイダンスが底堅い
内容となった、アジア・リート市場で時価総額最大級のリート銘
柄である「LINK REIT（香港）」の上昇や、シンガポールやオー
ストラリアで、物流施設を手掛ける「ARA LOGOS LOGISTICS 
TRUS（シンガポール）」の上昇などがプラスに寄与しました。
シンガポールドルや香港ドルなどの原資産通貨＊が円に対して上
昇したことが、基準価額のプラスに寄与しました。
＊投資を行うリート等の通貨を「原資産通貨」といいます。以下同じ。

上昇要因

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型

第63期～第68期：2021年１月14日～2021年７月13日

投資環境について

アジア・リート市況
アジア・リート市場は、当作成期間を通
しては上昇しました。
シンガポール市場は上昇しました。当作
成期首は、同国での経済・社会活動制限
の緩和や、新型コロナウイルスワクチン
の接種が本格的に開始されたことなどを
好感し上昇して始まったものの、2021年
３月上旬にかけては、世界的に長期金利
が上昇したことなどを嫌気し下落しまし
た。その後は、５月上旬から中旬にかけ
て、シンガポール政府による新型コロナ
ウイルス対策の厳格化などを受けて下落
する局面があったものの、国内の主要経
済指標の一部が堅調であったことや、シ
ンガポールリートの底堅い決算や業績ガ
イダンスの発表などを好感し底堅く推移
しました。不動産用途別では、昨年、出
遅れ感のあったオフィスを中心に上昇し
ました。
香港市場は、当作成期首から2021年２月
上旬にかけては、香港や東南アジア各国
での新型コロナウイルスの感染拡大など
を嫌気し下落しました。その後は、香港
政府が新型コロナウイルスの防疫措置を
一部緩和したことや、感染拡大が落ち着
きを見せたことに加え、米国の長期金利
が低下したことなどを好感し、上昇しま
した。また、同国の大手小売りリートが

発表した業績ガイダンスが底堅い内容と
なったことなども好感されました。

為替市況
当作成期間を通してみると、シンガポー
ルドルと香港ドルは上昇し、原資産通貨
は対円で上昇しました。
シンガポールドルについては、シンガ
ポール国内の新型コロナウイルスの感染
が一時拡大し、行動規制が強化されたこ
となどを嫌気する局面があったものの、
総じて、他地域と比較すると新型コロナ
ウイルスの感染拡大を抑制できているこ
とや、同国の主要経済指標の一部が底堅
い結果であったことなどを好感し、作成
期間を通して対円で上昇しました。香港
ドルについては、ドルペッグ制（ドルと
の為替レートを一定に保つ制度）を採用
していることから、当作成期間の堅調な
米ドルの動きにつられて、作成期間を通
して対円で上昇しました。
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当該投資信託のポートフォリオについて

アジアリート戦略オープン（為替
ヘッジなし）毎月決算型
当作成期を通じて、円建の外国投資信託
であるアジア・リート・マスター・ファ
ンド（Local Currencyクラス）受益証券
を高位に組み入れ、マネー・プール　マ
ザーファンド受益証券への投資も行いま
した。
当作成期末においては、アジア・リー
ト ・ マ ス タ ー ・ フ ァ ン ド （ Local 
Currencyクラス）を99.0％、マネー・
プール　マザーファンドを0.0％組み入れ
ています。

アジア・リート・マスター・ファンド
（Local Currencyクラス）
主としてシンガポール・ドルや香港ドル
など複数の通貨建の日本を除くアジア諸
国・地域の金融商品取引所に上場（これ
に準ずるものを含みます。）している
リート等に投資しました。
国債利回りと比較して、配当利回りに妙
味があると判断した銘柄を中心に投資を

行いました。
銘柄入替のポイントは以下の通りです。

売買動向
MAPLETREE INDUSTRIAL TRU（シンガ
ポール）：同銘柄の投資口価格が下落し
た局面で、バリュエーションの面などで
投資妙味が高まったことなどから、一部
買付を行いました。
CAPITALAND INTEGRATED CO（シン
ガポール）：バリュエーションの面など
で投資妙味が低下したと判断し、一部売
却を行いました。

マネー・プール　マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当作成期の短期金融市場をみると、日銀
は長短金利を操作目標として金融市場調

整を行いました。コール・レート（無担
保・翌日物）はマイナス圏で推移し、足
下のコール・レートは－0.038％となり
ました。
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当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第63期

2021年１月14日～
2021年２月15日

第64期
2021年２月16日～
2021年３月15日

第65期
2021年３月16日～
2021年４月13日

第66期
2021年４月14日～
2021年５月13日

第67期
2021年５月14日～
2021年６月14日

第68期
2021年６月15日～
2021年７月13日

当期分配金
（対基準価額比率）

30
（0.276％）

30
（0.269％）

30
（0.261％）

30
（0.259％）

30
（0.251％）

30
（0.249％）

当期の収益 30 30 30 30 30 30

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 4,703 4,711 4,728 4,737 4,756 4,769

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

アジアリート戦略オープン（為替
ヘッジなし）毎月決算型
引き続き、円建の外国投資信託であるア
ジア・リート・マスター・ファンド
（Local Currencyクラス）受益証券に投
資を行います。また、マネー・プール　
マザーファンド受益証券への投資も行い
ます。

アジア・リート・マスター・ファンド
（Local Currencyクラス）
引き続き、主としてシンガポール・ドル
や香港ドルなど複数の通貨建の日本を除
くアジア諸国・地域の金融商品取引所に
上場（これに準ずるものを含みます。）
しているリート等に投資を行います。
ポートフォリオの構築にあたっては、市
場価格が個別銘柄の適正価格を正しく反
映していない結果生じている割安度合い
などを重視する方針です。
足下のアジア・リート市場は、世界的に
新型コロナウイルスワクチンの接種が拡
大していることなどを受けて、ワクチン
普及による世界経済の正常化期待などを
背景に、世界の金融市場が徐々に落ち着
きを取り戻す中で投資家心理が改善しつ
つあります。また長期金利の上昇につい
ては、経済活動の正常化期待などを織り
込む結果での上昇であれば、不動産賃料

の値上げなどにも繋がり、リートにとっ
てはプラスになるとみています。
シンガポールは、欧米諸国と比べると新
型コロナウイルスの新規感染者数が落ち
着いていることや、政府による対応策な
どが講じられたため、シンガポールの
リート市場は相対的に底堅く推移してい
ます。また、テクノロジー企業の誘致や
新しい拠点のエリアとして期待されてお
り、オフィス市場はこうした恩恵を享受
できると期待されます。不動産の用途別
では、小売りやホテルの事業環境を慎重
にみている一方、オフィスについては、
新型コロナウイルスの直接的な影響を受
けにくく底堅いとみています。また、産
業用施設は、短期的にはサプライチェー
ンへの影響などが懸念されるものの、中
長期的にはｅコマースの台頭などを背景
とした物流の需要拡大が期待されます。
実物不動産市場に関しては、中長期的に
は優良オフィス不動産を中心にテナント
の需要が底堅いことなどから、不動産
ファンダメンタルズは底堅いとみていま
す。引き続き、配当利回りの水準が国債
利回りや他のグローバル・リート市場と
の比較で相対的に魅力的な水準にあるこ
となどに注目しています。
香港については、郊外に立地し生活必需
品が取扱商品の中心である商業施設を主

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型
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要投資対象とする銘柄を有望とみていま
す。新型コロナウイルスの感染拡大や経
済成長を巡る不透明感などが、短期的に
香港の小売売上高やリートの上値を抑え
る要因となっていましたが、足下では、
状況が落ち着きを取り戻しつつあり、
ショッピングモール等の商業施設の来客
数は以前と同水準程度にまで回復してき
ております。最大手リートが保有する小
売り物件は地元顧客向けのスーパーマー
ケット等が中心であるため、外国人観光
客の落ち込みを受けた業績への影響等は
相対的に限定的とみています。
今後も、市場価格が個別銘柄の価値を正
しく反映していない結果生じている割安
度合いなどを分析し、ポートフォリオを
構築する方針です。

マネー・プール　マザーファンド
消費者物価の前年比は依然として２％を
大きく下回っており、今後も日銀による
金融緩和政策が継続すると想定されるこ
とから、短期金利は引き続き低位で推移
すると予想しています。以上の見通しに
より、コール・ローン等への投資を通じ
て、安定した収益の確保をめざした運用
を行う方針です。

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型

2021年１月14日～2021年７月13日

１万口当たりの費用明細

項目
第63期～第68期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 71 0.619 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (22) (0.192) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (47) (0.411) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (2) (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 1 0.005 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (1) (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 72 0.624

作成期中の平均基準価額は、11,450円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。
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（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.06％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 2.06

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.26

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.72

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.08

総経費率
2.06％

投資先
ファンド
0.80％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.72％

運用管理費用以外
0.08％

運用管理費用
（販売会社）
0.83％

当ファンド
1.26％

運用管理費用
（投信会社）
0.39％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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○売買及び取引の状況 (2021年１月14日～2021年７月13日) 

 

 

銘 柄 
第63期～第68期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
アジア・リート・マスター・ファンド（Local Currencyクラス） 37,387 30,850 16,630 13,950  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年１月14日～2021年７月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2021年７月13日現在) 

 

銘 柄 
第62期末 第68期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アジア・リート・マスター・ファンド（Local Currencyクラス） 73,045 93,803 80,736 99.0 

合 計 73,045 93,803 80,736 99.0 
 

（注） 比率はアジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第62期末 第68期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 9 9 9 
 
 
 

 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2021年７月13日現在) 

項 目 
第68期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 80,736 98.7 

マネー・プール マザーファンド 9 0.0 

コール・ローン等、その他 1,089 1.3 

投資信託財産総額 81,834 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第63期末 第64期末 第65期末 第66期末 第67期末 第68期末 

2021年２月15日現在 2021年３月15日現在 2021年４月13日現在 2021年５月13日現在 2021年６月14日現在 2021年７月13日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 57,507,800   64,965,432   66,893,309   85,789,137   89,051,790   81,834,854   

 コール・ローン等 782,945   2,298,763   906,364   1,161,413   10,016,795   1,078,048   

 投資信託受益証券(評価額) 56,604,863   62,656,677   64,976,953   84,427,732   78,975,003   80,736,815   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 9,992   9,992   9,992   9,992   9,992   9,991   

 未収入金 110,000   －   1,000,000   190,000   50,000   10,000   

(B) 負債 324,382   232,546   1,242,835   494,967   9,269,407   283,318   

 未払収益分配金 158,474   174,632   172,019   221,917   200,414   203,468   

 未払解約金 99,999   －   1,004,479   188,742   8,975,175   －   

 未払信託報酬 65,342   57,417   65,767   83,576   93,003   79,158   

 未払利息 －   －   －   －   2   1   

 その他未払費用 567   497   570   732   813   691   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 57,183,418   64,732,886   65,650,474   85,294,170   79,782,383   81,551,536   

 元本 52,824,818   58,210,983   57,339,850   73,972,396   66,804,830   67,822,939   

 次期繰越損益金 4,358,600   6,521,903   8,310,624   11,321,774   12,977,553   13,728,597   

(D) 受益権総口数 52,824,818口 58,210,983口 57,339,850口 73,972,396口 66,804,830口 67,822,939口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,825円 11,120円 11,449円 11,531円 11,943円 12,024円 
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型

○損益の状況 

項 目 
第63期 第64期 第65期 第66期 第67期 第68期 

2021年１月14日～ 
2021年２月15日 

2021年２月16日～ 
2021年３月15日 

2021年３月16日～ 
2021年４月13日 

2021年４月14日～ 
2021年５月13日 

2021年５月14日～ 
2021年６月14日 

2021年６月15日～ 
2021年７月13日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 234,041   215,022   279,584   339,166   334,991   322,290   

 受取配当金 234,041   215,027   279,584   339,177   335,001   322,304   

 支払利息 －   △         5   －   △        11   △        10   △        14   

(B) 有価証券売買損益 △ 1,184,277   1,636,787   1,843,959   182,073   2,709,109   520,115   

 売買益 455,877   2,180,394   2,533,796   610,949   3,514,627   1,013,553   

 売買損 △ 1,640,154   △   543,607   △   689,837   △   428,876   △   805,518   △   493,438   

(C) 信託報酬等 △    65,909   △    57,914   △    66,337   △    84,308   △    93,816   △    79,849   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 1,016,145   1,793,895   2,057,206   436,931   2,950,284   762,556   

(E) 前期繰越損益金 2,478,122   1,303,503   2,870,356   4,714,266   4,426,379   7,072,845   

(F) 追加信託差損益金 3,055,097   3,599,137   3,555,081   6,392,494   5,801,304   6,096,664   

 (配当等相当額) (   5,578,399)  (   8,127,777)  (   8,063,382)  (  16,094,490)  (  14,632,535)  (  15,363,756)  

 (売買損益相当額) (△ 2,523,302)  (△ 4,528,640)  (△ 4,508,301)  (△ 9,701,996)  (△ 8,831,231)  (△ 9,267,092)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,517,074   6,696,535   8,482,643   11,543,691   13,177,967   13,932,065   

(H) 収益分配金 △   158,474   △   174,632   △   172,019   △   221,917   △   200,414   △   203,468   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 4,358,600   6,521,903   8,310,624   11,321,774   12,977,553   13,728,597   

 追加信託差損益金 3,055,097   3,599,137   3,555,081   6,392,494   5,801,304   6,096,664   

 (配当等相当額) (   5,578,399)  (   8,127,777)  (   8,063,382)  (  16,094,490)  (  14,632,535)  (  15,363,756)  

 (売買損益相当額) (△ 2,523,302)  (△ 4,528,640)  (△ 4,508,301)  (△ 9,701,996)  (△ 8,831,231)  (△ 9,267,092)  

 分配準備積立金 19,265,814   19,299,480   19,052,243   18,949,264   17,140,256   16,981,551   

 繰越損益金 △17,962,311   △16,376,714   △14,296,700   △14,019,984   △ 9,964,007   △ 9,349,618   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 52,927,457円 

作成期中追加設定元本額 25,722,774円 

作成期中一部解約元本額 10,827,292円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.2024円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年１月14日～ 
2021年２月15日 

2021年２月16日～ 
2021年３月15日 

2021年３月16日～ 
2021年４月13日 

2021年４月14日～ 
2021年５月13日 

2021年５月14日～ 
2021年６月14日 

2021年６月15日～ 
2021年７月13日 

費用控除後の配当等収益額 168,132円 208,298円 270,847円 284,307円 324,671円 291,740円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 5,578,399円 8,127,777円 8,063,382円 16,094,490円 14,632,535円 15,363,756円 

分配準備積立金額 19,256,156円 19,265,814円 18,953,415円 18,886,874円 17,015,999円 16,893,279円 

当ファンドの分配対象収益額 25,002,687円 27,601,889円 27,287,644円 35,265,671円 31,973,205円 32,548,775円 

１万口当たり収益分配対象額 4,733円 4,741円 4,758円 4,767円 4,786円 4,799円 

１万口当たり分配金額 30円 30円 30円 30円 30円 30円 

収益分配金金額 158,474円 174,632円 172,019円 221,917円 200,414円 203,468円 
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アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型

○分配金のお知らせ  

 第63期 第64期 第65期 第66期 第67期 第68期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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